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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・第7回院内研修会
　日時：12月17日（火）、18日（水）　17：30～18：30
場所：メンタルケア病棟3階　会議室
内容：2019年度医薬品安全管理研修：医薬品を安全に使用するために
講師：松田俊之薬局長
※各自、所定の出欠表に出欠予定を記入すること。
・12/13(木)　看護グループ内研修
日時：12月13日（金）16：30～17：30
場所：2階　会議室
対象：全職員
テーマ：精神疾患患者への関わり方（症例を通して）
講師：佐藤AOM
・12/18(水)　看護グループ内研修
日時：12月18日（水）16：30～17：30
場所：2階　会議室
対象：全職員
テーマ：救急対応
講師：木村JGM
・納会日　時：2019年12月30日(月)
納　会：17：15～18：00　メンタルケア病棟3F 会議室にて
懇談会：18：05～19：00　メンタルケア病棟3F ホールにて
1年の納めの会をささやかながら行います。
所属長・上司はじめお世話になった方へご挨拶をして、1年の締めくくりをしましょう！
当日はくじの抽選会を行います。
1枚100円で販売しておりますので、各施設の委員より購入してください。
※当日、出勤の職員は17：15～の納会へ必ず参加して下さい。
（時間厳守でお願い致します。）
※必ず上司に挨拶してから帰宅しましょう。
※ご不明な点がございましたら、各施設の委員までお問い合わせ下さい。
＜クリスマス会について＞
・デイケア　
日時：12/24（火）
　内容：昼食は各自・ケーキの会食
　　　　午前中はＤＶＤ鑑賞

午後よりクリスマスリース作り、ビンゴゲームで勝ち抜いた方からケーキを選ぶ。
・デイナイトケア
　日時：12/23（月）
　内容：昼食はカレーライス・サラダ・ワカメスープ作り、会食。ケーキ
　午前中はＤＶＤ鑑賞
午後より折り紙細工でクリスマスリース作り、ビンゴゲームで勝ち抜いた方からケーキを選んで会食する。
＜正月期間中の食事について＞
・12/30（月）～1/3（金）弁当屋が休み
・12/30（月）デイケア：スーパーでおにぎりやオードブル等を購入する。
　　　　　　デイナイト：弁当あり　＊中居様、田中様は夜の食事をどうするか確認
・12/31（火）年越しそば・かき揚げ・焼きおにぎり・麦茶
・1/1　（水）　すき焼き風煮込み・ご飯・おしるこ・麦茶
・1/2　（木）煮しめ、赤飯、お吸い物（春雨、麩）
・1/3　（金）カレーライス・ご飯・ワカメスープ・ヨーグルト
＊材料費の個人負担が大きい為各スタッフから3千円～5千円程徴収し、12/26・12/27頃に買い物をする。
＊現在、祝日は材料をスタッフ負担で事前購入し、その後に参加人数で割り利用者様から徴収している。
　・デイケアは即日お知らせし、徴収しているが、デイナイトケア（青風荘）は先方の都合で2ヶ月単位での請求になっている。

　　→デイナイトケアは1ヶ月単位に出来ないか？確認が必要
　・割り切れずに端数が出た際は余剰金として保管し、行事などで使用していたが必ずしも全利用者が参加する訳ではない為、一覧表で管理し返金していくようにしてはどうか。
<利用者様情報>
デイケア
・庭田　美紀子様～入院に伴い、本日でデイケア利用中止となる。
・繁名　和恵　様～本人より、昨日紅茶を飲み「糖分が高くなっているから食事が摂れないので、デイケアを休みます。」と電話がある。昨日の紅茶であれば、消化している為影響はない事を伝えると腹痛もあると加えて理由を話している。本日は休養し、今週木曜日は訪問看護はない為デイケアに参加すると話している。グループホーム世話人へは休むと伝えているとの事で本日は暖かくして休むように伝え、終話している。
デイナイトケア
・吉田　キクエ様～青風荘より情報提供があり。7日（土）、はちのへファミリークリニック受診。眩暈が継続していることを主治医へ相談し、頓服薬として鎮暈薬20回分処方となっている。バイタルの経過は、6日（金）夕BP153/70P69。7日（土）朝BP154/88P72、眩暈訴え頓服薬を服用。8日（日）朝BP155/81。今朝、BP183/110P79、眩暈訴え頓服薬を服用している。食事は、主食を軟米とし全量摂取出来ているとのこと。現在も、血圧高値や眩暈症状が続いているため本日デイナイトケア欠席とする。
・古舘　正行様　～運動療法にてウォーキングを実施している際、何度も体幹を前傾させ立ち止まる様子が見られている。スタッフが声をかけるも、スタッフの顔を見るのみで、反応は無くその後も歩行を続けている。禁煙プログラムでは、ぼんやりしながら低い唸り声を何度も挙げている。また、突然生活指導室の本棚に近づき、女性週刊誌を取り出し読み始めているため、スタッフが声掛けをしている。
・山下　幸子様　～北病棟より情報提供あり。現在、北病棟入院中の41歳、女性。主病名心因反応、軽度発達遅滞。今後の方向性として、退院先を青風荘として、デイナイトケアの利用を検討しているとのこと。12月13日（水）9時半から、見学を予定している。

ショートケア
・特記なし。
<グループホーム利用者様情報>
・冨田　紀子様　～2.3日前より左眼がゴロゴロしており、本日鹿内眼科受診。瞼裏側が炎症している可能性あり、点眼薬処方となっている。来週月曜に再度受診予定。
・船場　幸子様　～昨日、姉とランチ外出に出かける。互いの近況について報告したとのこと。
・豊川　明男様　～先週頭痛のため、ほとんど通所利用できなかったとのこと。
・中村　与一郎様～昨日、関秀治さんと一緒に映画鑑賞に出かける。父の面会を希望しており、叔父と連絡を取っている。面会へは年末に世話人同行でいく予定。
・関　秀治　様　～先日行った健康診断の結果が実家に届いたとのことで父が持参予定。12/12がん検診予定。
・番沢　政勝様　～12/7（土）単独でユニクロとラピアへ買い物へいくため外出。購入した衣類については「一年くらい寝かせてから着る」と話している。
・藤村　翔　様　～1/3～1/5に実家帰省予定（1/4散髪希望）。実家帰省以外はデイケアで年末年始を過ごす予定。
・大下　伸治様　～先週は「見られている」と訴えは無いが、今朝世話人へ「状況が不安定。週末は疲れがたまる。」と訴えあり。昨日は実家に帰省している。
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カンファレンス情報シート＞
カンファレンスシート（大下　伸治様）

実施日：2019年12月9日（月）13：30～14：00

担当者：沼畑

検討内容　治療計画の見直し・周知

	氏名
	大下伸治
	性別
	男
	年齢
	54
	生年月日
	昭和40年2月27日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病、脊椎すべり症

	治療方針
（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の修得] 
生活リズムの改善、身なりを整える、居室の整理、整頓ができる、食生活改善、定期的入浴や散髪の習慣化、洗濯、衣類管理ができる、金銭管理ができる、簡単な料理ができる、買い物ができる
2.身体機能の維持・向上
運動の習慣化
3.対人関係の改善
人付き合いの場への参加、協調性を養う、孤立化を予防する、対人面でのストレス対処方法の習得
4.作業能力・持続性の向上]
注意・集中力の維持、改善、課題の段取りを身につける、意欲・達成感の獲得
5.病識を身につける
服薬の習慣化・必要性の理解、病気への理解を深める、現実的判断ができる
6.社会資源の利用
公共機関を利用できる

	本人希望
	就労

	家族希望
	就労

	入院歴
	計　8回　①S60.8～S60.11.1　石山内科神経科病院、②H1年　1ヵ月程度　石山内科神経科病院、③H1年　1ヵ月程度　みちのく記念病院、④H3.11.5～11.21、⑤H4.7.9～H4.8.17、⑥H5.9.28～H5.10.22、⑦H7.2.22～H9.10.31　青南病院、⑧H28.4.27～H29.3.14　青南病院

	通所歴
	1回目（H29年3月15日～現在（週4～5回：受診時デイケア欠席）

	その他サービス利用
	なし

	住居：
グループホーム「あおみ」
入居中
	家族構成
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	利用制度
	・自立支援医療制度　受給中（上限5000円）

・精神障害者保健福祉手帳2級　受給中

・障害厚生年金2級（23万円程/2ヶ月）受給中（H29.4.6～）

	経過
	S58年1月頃より幻聴･妄想等の症状が出現し、S58.1.14八戸市立市民病院[精神科]初診。以後､拒薬等により上記症状が増悪して数か所の病院で入退院を繰り返している。H29.3.14当院を退院し、GH「あおみ」に入居。疾病への理解は正しいとは言えないが、通院・デイケア通所を継続し、少しずつ理解している様子が見え始めている。糖尿病についても気を付けようとはしているが、最新の採血結果（R1.9.18）は血糖129 ｍｇ／ｄｌ(70 ～ 109)↑　ＨｂＡ１ｃ（ＮＧＳＰ）　6.7％(4.6 ～ 6.2)　↑。ここ1年では、血糖110～129ｍｇ／ｄｌ、ＨｂＡ１ｃ（ＮＧＳＰ）　6.5～7.5％で経過。栄養指導も受けており、体重68ｋｇ（+0.4ｋｇ）、腹囲90ｃｍ（+3.5ｃｍ）。夕食前後での間食は、ここ最近では減り、コーヒーだけで済ませることはあるが、炭水化物中心と偏りがあり、結果的に改善はなし。


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標）
	短期目標
	治療計画

	体調管理に努める。
	1 症状の悪化・再発を防ぐために、自身の疾病を正しく理解する。
	①-1.統合失調症病状悪化のサインが何であるのかを正しく理解する。
①-2.糖尿病についての正しい知識を得て、血糖値の悪化を防ぎ、体調のコントロールができるようになる。

	①-1.統合失調症を正しく理解できるように、疾病教室には必ず参加をする。聞いた内容が理解できているか、プログラム後に振り返りをすることや感想を尋ねる。理解できていないようであれば、プログラム内容にあわせ、正しい知識を伝える。
①-2.指導内容について理解できているかを確認する。糖尿病の悪化をふせぐために、GI値の高い食べ物や低い食べ物を具体的に伝えていくために管理栄養士と協力をしていく。

	
	2 身体不調等を適時適切に相談する。
	②デイケアを欠席しない。欠席する場合は自分からデイケアに連絡し、具体的な症状を伝える。
	②適時適切に相談できるような関係性の構築を図る。症状を具体化できないようであれば助言する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①-1.統合失調症病状悪化のサインが何であるのかを正しく理解する。
①-2.糖尿病についての正しい知識を得て、血糖値の悪化を防ぎ、体調のコントロールができるようになる。

	①-1.統合失調症、糖尿病に関して病名はわかっているが、疾患について正しく理解出来ているとは言い難い。ここ最近では「見られている。ストーカーされている。」という訴えが世話人にあり（デイケアスタッフへの訴えなし）。自身で気にしないようにして対処することはできている。身体不調（頭痛や足の痛み）に関しては適時に相談・報告することはできている。
①-2.血糖値、体重に大きな変動はなし。デイケア後の間食は継続しているものの、頻度や内容に改善見られている。栄養指導での聞き取りでは、自身で食事を準備する朝食や土日に関してやや炭水化物への偏りが見られるものの、野菜やたんぱく質源を組み合わせて食べるようになってきており、食事バランスに関しては改善傾向。腰痛から運動量が減少している。
	①-1.今後も継続して、疾病についての理解を深めるとともに、自身の症状悪化サインを正しく理解できるよう関わりを持っていく。また、本人が悩みや不調を訴えやすいよう、都度声掛けを行っていく。
1 -2.食事バランスについて改善見られているものの、間食の制限はできておらず、血糖値の改善には結びついていない。運動量確保のため、ウォーキング時間を今よりも長めに設けることや血糖値の上がりにくい食材を都度指導し、知識を身につけていく。

	②デイケアを欠席しない。欠席する場合は自分からデイケアに連絡し、具体的な症状を伝える。
	②不調を感じた際、スタッフ等に訴えることはできている。以前は頭痛等の理由からデイケアを欠席することや静養室を利用することが目立っていたものの、現在は欠席することはほとんどなく、プログラム中も退席することなく取り組んでいる。
	②来所時の挨拶や調子を問うことで、コミュニケーションを図り、話しかけやすい関係構築を行う。不調の訴えに関しては、自身で発信することできている。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標）
	短期目標
	治療計画

	体調管理に努める。
	3 症状の悪化・再発を防ぐために、自身の疾病を正しく理解する。
	①-1.統合失調症病状悪化のサインが何であるのかを正しく理解する。
①-2.糖尿病についての正しい知識を得て、血糖値の悪化を防ぎ、体調のコントロールができるようになる。

	①-1.統合失調症を正しく理解できるように、疾病教室には必ず参加をする。聞いた内容が理解できているか、プログラム後に振り返りをすることや感想を尋ねる。理解できていないようであれば、プログラム内容にあわせ、正しい知識を伝える。
①-2.指導内容について理解できているかを確認する。糖尿病の悪化をふせぐために、GI値の高い食べ物や低い食べ物を具体的に伝えていくために管理栄養士と協力をしていく。

	
	4 身体不調等を適時適切に相談する。
	②デイケアを欠席しない。欠席する場合は自分からデイケアに連絡し、具体的な症状を伝える。
	②適時適切に相談できるような関係性の構築を図る。症状を具体化できないようであれば助言する。
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